
町長メッセージ　「町民の皆様へ」
～安心・安全のまちづくりを目指して～

先
日
、
湯
浅
町
制
施
行
１
２
０
周

年
を
記
念
し
、
新
緑
薫
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
、
私
は
、

他
の
公
務
で
県
外
へ
出
張
し
て
お
り
、

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
が
来

場
さ
れ
、
外
国
人
落
語
家
に
よ
る
落

語
を
大
い
に
楽
し
ま
れ
た
後
、
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
や
演
奏
家
が
奏
で
る
美
し

い
音
色
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
心
を
癒
さ

れ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
町

は
、
有
田
郡
に
お
け
る
中
心
地
と
し

て
栄
え
て
き
て
お
り
、
昔
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
の
情
報
発
信
地
と
し
て

も
有
名
で
す
。
こ
の
よ
う
な
音
楽
を

鑑
賞
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど

を
通
じ
、
引
き
続
き
、
豊
か
な
文
化

と
い
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
月
末
に
は
、
茨
城
大
学
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
、
町
民
歴
史
講
座

に
お
い
て
、
わ
が
ま
ち
発
展
の
礎
を

作
っ
た
「
湯
浅
一
族
の
祖 

湯
浅
宗む
ね

重し
げ

」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

湯
浅
城
築
城
か
ら
ま
ち
の
成
り
立
ち

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
今
月
18
日
に
湯

浅
町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
政
功
労
者
表
彰
や
記

念
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
八
重
桜
の
植
樹
、
餅
投
げ
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
翌
日
に

は
、「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in

湯
浅
」
の
公
開
収
録
も
あ
り
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
、
式
典
前
日
の

17
日
に
は
、
本
町
と
ア
メ
リ
カ
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
市
・
ブ
ラ
ハ
ム
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
30
周
年
を
記
念
し
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
記
念
式
典
の
翌
週
に
は
、

前
述
し
た
町
民
歴
史
講
座
や
湯
浅
町

長
杯
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
大
会
も
開
催

さ
れ
る
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
７

月
に
入
っ
て
も
、
七
夕
ま
つ
り
や
第

40
回
湯
浅
ま
つ
り
花
火
大
会
、
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
に
入
っ
て
い

き
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

を
と
も
に
楽
し
み
、
笑
顔
を
作
っ
て

体
調
管
理
を
心
が
け
、
梅
雨
を
上
手

に
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

湯浅町長
上山　章善

あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～ 人権尊重委員会人権尊重委員会

人権推進室人権推進室
☎☎６４６４－－１１２６１１２６

jinsui@town.yuasa.lg.jpjinsui@town.yuasa.lg.jp102. 人権尊重委員さんを紹介します　　　　　　　　　　

人権、それは「人間らしく生きる権利」です。人が人として大切にされるためには、一人ひとりが人権
問題に気がつく感覚を養うことです。「おかしい」ことに「おかしい」といえる勇気をもつことです。
全ての人が共に生きる社会であるために人権を取り巻くさまざまな現実を知って一人ひとりが「差別

をなくそう」と思うだけでも、それは貴重な一歩です。
湯浅町には、町民が人権尊重の理念に対する理解を深め、すべての町民の人権が大切にされるまちづ

くりの推進に寄与することを目的として湯浅町人権尊重委員会が設置されています。
人権に関するご相談のある方はお気軽にお近くの人権尊重委員、または人権推進室までご相談くださ

い。相談内容等の秘密はお守りします。
杉　原　正　晃 （ 港 ） 中　川　陽　子 （中 之 島） 権　　　泰　子 （栖 原）
若　狹　幸　子 （北 浜 町） 黒　川　博　務 （北栄３区） 境　　　正　文 （栖 原）
西　邑　木久美 （南 浜 町） 武　内　常　廣 （別 所） 前　田　悦　雄 （栖 原）
都　築　美代子 （北 町） 朝　木　和　代 （青 木） 網　谷　晋　𠮷 （吉 川）
西　田　忠　信 （大宮通３区） 増　元　貞　夫 （青 木） 阪　本　章　子 （吉 川）
廣　畑　佳　男 （大宮通４区） 山　﨑　雅　博 （山 田） 礒　岡　和　也 （横 田）
西　峯　惠　美 （宮 西） 吉　田　孝　史 （山 田） 藤　本　嗣　子 （方 津 戸）
山　本　五　郎 （宮 西） 伊　達　昌　司 （ 田 ） 垣　内　　　貞 （教育委員会）
星　山　俊　二 （野 下） 岡　田　光　弘 （ 田 ） 中　　　美　二 （町 行 政）
坂　口　計　夫 （島 之 内） 石　田　眞　紀 （栖 原） ※敬称略
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